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上 ：船舶 の舷梯 （梯子）およびハ ン ドレール

メンテナンスフリーのため，船舶甲板上 の鋼製蟻装品（鋼

製舷 梯な ど） には，大幅 に溶融亜鉛 めっ きが採用 され，

必要 に応 じて さらに塗装 され ることもあ ります。

下 ：リゾッ ト橋 （カナダ ・ケベ ック州）

橋梁本体のみな らず，高欄 な どの付属物すべて を溶融亜

鉛め っき した リゾ ッ ト橋は，1963年 架設以来18年 の長期

間を経過 してい ますが，補修塗装 も全然行 われてお りま

せん。 （詳 しくは本 シ リーズ第6号 を御参照 くだ さい）



高張力鋼の溶融亜鉛めっき

近年，鉄塔 ・橋梁 ・建屋などに使用する鉄鋼材料 とし

て，高張力鋼が採用 されはじめ，この防錆対策 として溶

融亜鉛めっきを施すことが多くなって きました。

（社）日本溶融亜鉛鍍金協会では，武蔵工業大学の協力

を得て，低合金高張力鋼材にめっきを施 した場合の機械

的性質の変化について調査を行いましたのでその結果 を

報告いたします。1）2）

1供 試 材

板 厚12mmお よび22mmの 溶 接構造 用圧延鋼 材SM58Qを

供 試材 と し，比 較材 と してSM41Aを 使 用 しました。

（JISG3106参 照 ）

表1に 示 したのが これ ら材料 の化学成分値 です。

表1供 試材の化学成分

鋼 種

板厚

mm

化 学 成 分 （％ ）

C Si Mn P S Cu Mo V

12 0．12 0．22 0．70 0，012 0，018 一 一 一

22 0．10 0．22 0．95 0，013 0，022 一 一 一

SM58Q

12 0．13 0．34 1．46 0，014 0，009 一 一 一

22 0．14 0．24 1．32 0，015 0，008 0．13 0．04 0．04

2試 験要領

供試材，比較材のめっき前後から，それぞれ試験片を

採取 し，引張試験 ・衝撃試験を行 いました。

3試 験結果

表2に 示 したのが以上の試験結果です。

3－1引 張試験SM41Aお よ びSM58Qい ず れの

板 厚 の もので も，降伏 点 ・引張強 さ ・伸 びはJIS規 格 を

満 足 した値 を示 してい ます。

3－2衝 撃試験SM41Aで は板 厚12mm，22mmと も

良好 な結 果が得 られ ました。遷移 曲線の形態 としては，

板厚12mmは 一20℃ で わずか に下 降気味で あ り，板 厚22mm

は 一20℃ まで はほ とん ど横 ばいです。

SM58Qで は板厚12mm，22mmと も試験温度 範 囲 （室温

20℃ ～－40℃ ） での値 は， ほ とん ど下降す るよ うな変化

はな く，調質鋼 のため良好 な低 温靱性 が得 られ ま した。

なお，衝 撃試験後 の破 面 は，すべ て靱 性破面 を呈 して い

ま した。

以上 の こ とか ら，60kg／mm2級 までの鋼 材で は， め っ き

後 で も素材 となん ら変わ らぬ 吸収 エネル ギー を もって お

り， 規格に定め られた温度範 囲内では脆性破壊 の問題は

ない とい えます。

4考 察

この試験結果 か ら，溶 融亜鉛 め っき前後の機械 的性質

はほ とん ど変化 がな い といえ ます。 なお，SM58Qの 前

処理 として，酸 洗 （硫 酸 ） を施 した もの とシ ョッ トブラ

ス トを行 った ものにつ いて同様 な試験 を行 い ましたが，

有意差 は認め られ ませ んで した。

表2試 験結果

鋼 種
板 厚

mm

め っ き前後
引 張 試 験 衝 撃 試 験kg・m

降伏点kgんm2 引 張強 さkg／mm2 伸 び ％ 室温（20℃） 0℃
一20℃ 一40℃

SM41A

12
前 31．8 44－8 29．7 13．8 13．2 12．1 3．4

後 33．1 45．7 29．9 13．4 12．8 10．8 3．6

22
前 29．1 42．7 35．7 10．6 10．2 10．1 6．2

後 29．5 43．2 33．3 10．8 10．7 10．1 4．6

SM58Q

12
前 61．8 66．4 31．5 8．6 9．3 9．2 8．2

後 62．9 67．4 32．0 8．9 8．8 8．7 8．8

22
前 60．5 68．2 27．5 13．6 16．7 15．5 15．3

後 62．4 69．7 27．4 16．6 16．7 16．4 16．3

注1表2は 母材の試験結果。

注2試 験片は圧延方向に採取。

引張試験については，SM41AはJISZ2201の1A号 試 験片，

は4号 試験片を用いた。

衝撃試験は，JISZ2202の4号 試験片を用いた。

SM58Qの12mm厚 は5号 試 験 片，22mm厚
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鋼構 造物 の溶 融亜鉛め っ きにつ いてのご照会 は，上記 団体 にお問い合わせ下 さい。

また， 「鋼 構 造物の溶融亜鉛 め っきQ＆A」 ハ ン ドブ ックを発行 してい ますの で， あわせて ご利用 くだ さい。


